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徳島県立中央病院 小児科部長 渡辺浩良

平素より地域医療連携でお世話になっております。

現在、常勤医 名、地域小児科診療部医師 名、非常勤医 名で、 時間

日体制の小児科診療を行っています。当院小児科は、小児救急のイメージが

強いと思いますが、 もあり、低出生体重児や呼吸障害などの新生児

も、 時間 日体制で受け入れています。「断らない小児科診療」をモット

ーに、地域の小児医療を支える中核でありたいと考えています。 年度の外

来患者総数と入院患者総数は、ここ数年で最多となりました。日頃より患者さん

のご紹介をいただき、心より御礼申し上げます。
 

外来患者総数（一般外来＋救急）            入院患者総数（一般小児科＋NICU/GCU）

    

入院患者さんに対しては、グループ診療体制で治療にあたっています。カンフ

ァレンスを 日 回行い、医師全員の議論をもとに、正確な診断と最適な治療を

目指しています。

また、診断・治療に超音波検査を積極的に導入しています。腹部、心臓のみな

らず、頭部、頚部、肺、関節、皮下軟部組織などの、あらゆる臓器を対象として

おり、超音波件数は、年々増加してい

ます。改めて言うまでもないですが、

小児科診療において超音波検査は極め

て有用なツールです。放射線被ばくが

ないという安全性に加え、リアルタイ

ムでの観察が可能であり、迅速かつ非

侵襲的に多くの疾患の診断や経過観察

に利用しています。
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年度の入院患者さんの病名一覧をお示しします。

各種感染症の患者さんが多いです。 ウイルス感染症が最も多いですが、患者

さんの 割が ヶ月未満で、 ヶ月未満の患者さんの 割に （ハイフロ

ーネーザルカニュラ）を使用しています。気管内挿管を回避する目的で、積極的

に を導入しています。

川崎病は年間 〜 例です。熱

性痙攣と痙攣重積が 名、気管支喘

息（中〜大発作）が 名くらいです。

より専門性の高い診断・治療が必要な

患者さんは、大学病院小児科に紹介し

ていますが、快くご対応いただけるの

で、大変心強いです。転院の際は、連

絡橋を利用しています。
  

徳島県の小児医療と新生児医療を県内の各医療

機関と連携してしっかりと支えてゆきたいと考え

ています。一人ひとりの患者さんとそのご家族に寄り添い、丁寧で質の高い医療

を提供できるように、スタッフ一同で日々研鑽を重ね、より良い医療体制の構築

に努めてまいります。今後とも何卒よろしくお願いいたします。

徳島県認知症疾患医療センターのご案内

認知症疾患医療センターは、令和 年度より診療日を一部変更させていただきます。予約の
際は、従来通り 受診申込書にて承ります。ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたし
ます。

◎診療案内（予約制）
令和 年 月 日まで 認知症専門外来 水 木 金 午後 ・ 外来 月 午後
令和 年 月 日より 認知症専門外来 月 水 金 午後 ・ 外来 木 午後

◎お問い合わせ 平日 ～ （土日祝・年末年始除く）
電話 つながらない場合は 中央病院代表 まで

（認知症疾患医療センター直通

  

 

《報告》

皆様のおかげをもちまして､

令和７年４月は、地域医療支援病院

紹介率 ８５．０％ 逆紹介率１５９．４‰でした。

による事前受診予約件数は１，０７６件でした。
今後も地域医療連携推進に努めます。何卒よろしくお願い申し上げます

連絡橋 

入院患者病名 


